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研究成果の概要（和文）：本研究では，日本の諸地域における通信インフラを活用した情報生成・流通・活用の実態を
，いくつかの事例分析を通じて解明した。まず，通信インフラ整備の過程を地方行政再編とデジタル・デバイドの2つ
の観点から把握・分析した。そのうえで，医療と育児，人材育成の3分野におけるインターネットを活用した地域振興
の取組みを，関係者間の合意形成と連携・協力，サイバースペースとリアルスペースの関係などに着目して分析した。
さらに，地方におけるアニメーションや映画の制作，コンテンツを活用した地域振興の課題を指摘し，今後の展開可能
性を検討した。

研究成果の概要（英文）：We have studied generation, distribution and use of information in the digital age
 through some case studies in Japan. First, we have analyzed development process of communication infrastr
ucture with focus on administrative restructuring and digital divide. Second, we have analyzed medical car
e, childcare and human resource development using ICT with focus on social network of stakeholders and rel
ationship between cyberspace and real space. Third, we have pointed out the problems on the content indust
ry and regional revitalization using contents in local areas of Japan in the digital age.
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１．研究開始当初の背景 
 近年のインターネットの普及とブロード
バンドの拡大は，現代の社会・経済に大きな
変化をもたらしている。こうした状況に対し
て地理学では，情報化の進展に伴う社会・経
済の変化を扱う「情報化社会の地理」と，イ
ンターネット上に出現したコミュニケーシ
ョン空間を扱う「サイバースペースの地理」
という 2つのアプローチから研究が蓄積され
てきた。日本の地理学でも，情報化の進展に
伴う産業空間や生活行動の変容に関する研
究やサイバースペースに関する研究が蓄積
されてきた。しかし，それらは研究課題や仮
説の提示にとどまっており，実証研究の拡充
が期待される。 
 こうした状況を踏まえて，研究代表者らは，
2006 年度に日本地理学会情報地理研究グル
ープを組織し，情報地理に関する研究成果を
蓄積してきた。また，国際地理学連合情報地
理コミッションと連携して，国際学会で研究
発表を行い，研究成果を海外にも積極的に発
信してきたところである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，日本においてインターネット利
用がますます活発かつ多様になっている実
態を踏まえ，日本の諸地域における通信イン
フラを活用した情報生成・流通・活用の実態
を明らかにすることを目的とした。その際，
インターネットによる既存のシステムやサ
ービスの変化を扱う従来の研究に加えて，イ
ンターネットから新たに生まれた独自のビ
ジネスやサービスを取り上げ，産業論的およ
び地域論的な分析を加えた。具体的に，イン
ターネット上に形成されるデジタル・コミュ
ニティと，インターネット上に流通するデジ
タル・コンテンツについて，産業的特性や空
間的構造を分析した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は３年計画で実施した。平成 23 年
度はインターネットを活用した情報の生
成・流通・活用の取組みを産業論的，地域論
的に把握した。ここでは既存の統計資料や企
業・自治体情報等に基づいて各取組みの全体
像を把握した後に，企業や自治体等へのヒア
リング調査を通じてそれを補強し，体系的な
ものとした。 
 平成 24 年度は，各領域での代表的事例を
取り上げ，事例分析を行った。既存資料の分
析に加え，取組みの主体を対象としたヒアリ
ング調査とアンケート調査を通じて定性
的・定量的データを収集し，各事例を詳細に
把握した。また，平成 24年 10 月にシンポジ
ウム（地理科学学会 2012 年度秋季学術大会）
を広島大学（広島県）で開催し，それまでの
研究成果を公表した。 
 平成 25 年度は適宜補充調査を行うととも
に，研究成果を論文にとりまとめ，学術雑誌
「地理科学」第 68 巻第 3 号の特集「デジタ

ル時代の情報生成・流通・活用」において発
表した。 
 このほか，平成 23 年度は National Technical 
University of Athens（ギリシャ），平成 24 年度
は University of Cologne（ドイツ），平成 25 年
度は京都国際会館（日本）で開催された IGU
（国際地理学連合）情報地理コミッションに
研究代表者らが参加し，研究成果を国外に発
信した。 
 
４．研究成果 
 以下，(1)通信インフラ整備，(2)デジタ
ル・コミュニティ，(3)デジタル・コンテン
ツに分けて，研究成果の概要を述べる。 
 
(1) 通信インフラ整備 
 インターネット基盤整備については，近年
の地方行政広域化が地域情報化政策に与え
る影響を検討するとともに，条件不利地域に
おける通信インフラ整備の実態を把握・分析
した。 
 「平成の大合併」に代表される地方行政広
域化は，通信インフラの整備やローカルメデ
ィアの経営，およびそれらに関わる人材の確
保などに影響を与えている。通信インフラの
整備においては，自治体内の限られた人材が，
合併に伴う行政内部の情報システム統合に
追われ，地域情報化への取組みが後回しにな
る状況が生じている。そうした中で，先進的
な成功事例とされる自治体では，前職におい
て情報化関連の職務経験のある首長が，強力
なリーダーシップをとるケースが目立って
いる。また，自治体内部の地域情報化に関わ
る人材の育成・確保が困難となっており，NPO
法人を含めた民間への外部委託による，業務
の外部化が選択される傾向にある。こうした
中で，今後においては，「誰のための地域情
報化か」を不断に問い直し，基礎自治体の力
量や地域社会の実態を踏まえた方策を地域
ごとに展開することが期待される。 
 条件不利地域における通信インフラの整
備については，北海道東川町などを事例に，
事業所のインターネット利用状況の把握を
通じて，ブロードバンド整備の意義について
検討した。北海道東川町では，地元事業者等
の要求に応えて，町役場が政府補助事業を利
用してブロードバンドを整備した。しかし，
各主体ともブロードバンドが利用できるか
否かのみに関心があり，整備以前から具体的
な利用方法が十分に検討されていたわけで
はなかった。整備後の状況をみると，ブロー
ドバンドを活用した新しいサービスを開始
したり，業務効率を改善したりしたのは，一
部の宿泊事業者に限られた。このことから考
えると，条件不利地域におけるブロードバン
ド整備は過剰な投資だったといえる。これを
過剰な投資に終わらせないためには，エンド
ユーザーがブロードバンドの潜在力を生か
す新たな利用方法を見出すとともに，情報リ
テラシーをいっそう高めることが課題とな



る。 
 
(2) デジタル・コミュニティ 
 デジタル・コミュニティについては，医療，
子育て，人材育成および起業支援をテーマと
した事例研究を行った。 
 医療分野では，北海道道南地域などを例に，
医療の質的向上をめざして導入された地域
医療連携システムについて検討を加えた。高
齢化に伴って糖尿病や高血圧症といった長
期ケアのニーズが増える一方，医療技術はま
すます高度で専門的になっている。そのため，
一つの医療機関がすべての医療サービスを
提供するのは難しくなっている。今後，コス
トを抑えながら公平な医療を提供していく
ためには，病院での入院加療だけでなく，診
療所や介護施設など，患者の症状に合わせて
さまざまな施設が連携して必要な医療を提
供することが求められる。地域医療連携シス
テムは患者の情報を施設間で共有するうえ
で欠かせないが，地域の特性を踏まえて不均
一に普及している。北海道道南地域などの例
では，その普及拡大には医療施設間の人的お
よび組織的なつながりが鍵となっていたこ
とがわかった。地域医療連携システムを効率
的・効果的に構築し，運用していくためには，
事業の理念と目的を明確にするとともに，関
係者の合意形成と相互の連携・協力が必要で
ある。 
 子育てについては，東京圏などを事例に，
育児情報や育児サポートの入手における情
報ツールの利用とインターネット上に形成
されるオンライン・コミュニティの役割を検
討した。育児ネットワークが変化し「母親の
孤立」が問題化するなか，インターネットは
育児情報の提供メディアや母親どうしのネ
ットワーキングの場として注目されてきた。
また，1990 年代以降，少子化対策と子育て支
援拡充の社会的要請の中で進められてきた
保育供給の多様化は，即時的かつ豊富な育児
情報の重要性を増大させている。とくに，大
都市圏では，親族サポートの乏しさから友人
等の育児ネットワークが不可欠であるのに
加え，慢性的な保育サービス不足と民間サー
ビス供給を背景に，子育て世帯はインターネ
ットを含む多様な情報源から育児情報を獲
得しなければならない状況が生じている。東
京圏，とりわけ保育所不足が深刻な湾岸エリ
アの再開発地区では，苛烈な保育所入所競争
が生じており，インフォーマルな情報の取得
が公的保育所への入所を左右する可能性も
生じている。そのために，インターネット上
の情報にうまくアクセスできず，保育所入所
に向けたインフォーマルな「裏技」を知り得
ない世帯の認可保育所入所が不利になる可
能性も生じている。こうした状況を改善する
ためには，公的機関による制度改善や施設整
備はもとより，フォーマルな情報提供をいっ
そう充実させる必要がある。 
 ICT を活用した人材育成と起業支援につい

ては，佐賀・鳳雛塾を事例に，ICT の基盤整
備と事業運営が東京と地方にまたがる多様
な主体間の合意と協働によって実現してい
ることを示した。そして，鳳雛塾とそれを取
り巻く情報基盤整備の成功要因として，以下
の 6点を指摘した。それらは，①鳳雛塾が掲
げるコンセプト（事業目標・事業内容）の明
瞭さ，②周辺地域に位置する小規模県という
佐賀県の地理的条件を，基盤整備を呼び込む
交渉材料として活用したこと，③既存資源を
活用することで多重投資を極力回避し，限ら
れた財源を有効に活用したこと，④県が基盤
整備をリードしたことによるリスク軽減効
果，⑤中央官庁におけるセクショナリズムの
回避，⑥組織のトップがもつ人的ネットワー
クの活用，である。以上の指摘は，通信技術
のデジタル化が進む中で，通信インフラの整
備や活用に当たって，人的ネットワークをは
じめとするアナログ的なつながりが鍵を握
ることを示すものといえる。 
 
(3) デジタル・コンテンツ 
 デジタル・コンテンツについては，地方に
おけるアニメーションおよび映画の制作，地
方におけるコンテンツ活用をテーマとした
事例研究を行った。 
 アニメーション産業は，主要市場の近接性，
労働者の存在，非公式な情報交換機会の存在
等から大都市に集積するとともに，半製品の
輸送や人材獲得などの点で優位性のある大
都市等を主たる分業先地とする国際的な分
業関係もみられる。こうした中で，本研究で
は，沖縄県を事例に，生産過程における輸送
とコミュニケーションのデジタル化が進展
する中で，東京と沖縄という遠隔地間でどの
ように意思疎通を図り，製品を生産するのか，
そのような過程において地方政府の政策が
どのような影響を与えるかという観点から，
地方におけるアニメーション産業振興可能
性を検討した。その結果，地方においてアニ
メーション産業を振興させるためには，電子
メールによるコミュニケーションやインタ
ーネット経由での半製品の電送を可能とす
る通信インフラの整備はもとより，協力関係
にある生産者間の円滑なコミュニケーショ
ンを可能にする雇用形態や就業時間等の労
働環境の整備も重要な課題であることがわ
かった。また，地方政府による支援は中長期
的な視野での対応が重要であることを指摘
した。 
 映画についても，大都市が生産し，地方が
その経済効果を受け身的に追求する「コンテ
ンツ産業版空間的中心周辺構造」がみられる
中で，近年，地方が映画制作に主体的に関わ
る動きがみられる。本研究では，香川県の事
例を中心に情報を収集・整理する作業を通じ
て，地方においてクリエイティビティが発揮
されることがいかに地域活性化につながる
のか，また優れた映画の制作につながるのか，
その課題と可能性を検討した。その結果，映



画と地域の関係が，地域が映画に対して受け
身の位置にある段階から，地域が映画制作に
より積極的な関与を行い，主体的な行動をす
る段階へと移行する例がみられるようにな
っている。それらは代替可能なロケ地として
の地域ではなく，地域性が映画の内容と密接
に関係して代替不可能な本質的な役割を果
たす存在として位置づけられるような関係
への進化の先駆けと位置づけられる。そこで
重要なのは場所のオーセンティシティをい
かに映画の中にと取り込むかであり，本研究
では，場所らしさを踏まえたクリエイティビ
ティ，地理的な場所に関するセンシビリティ
を有するクリエイティビティとして「ジオグ
ラフィカル・クリエイティビティ」の概念を
提起した。 
 コンテンツを活用した地域振興について
は，島根県と大阪府を事例に，その可能性と
課題を検討した。インターネット上を流通す
るアニメ作品に登場するキャラクターを県
の大使として活用する島根県の例では，制作
者とファン，自治体，地場企業などが相互の
交流と発信を通じて作品やキャラクターを
育てながら，地域振興に結びつける仕組みが
構築されていることが確認できた。こうした
仕組みを構築することで，ローカルなコンテ
ンツを活用した取組みもさまざまな地域振
興効果をもたらす可能性があるといえる。ま
た，東京・秋葉原に次ぐオタクの街となった
大阪・日本橋の例では，20〜30 歳代男性を中
心とする関西圏のオタクが，自宅で密かに楽
しんでいた漫画やアニメ，ゲームなどの趣味
について，インターネット上で情報を収集し
たり，同人と交流したりしながら，オタク向
け専門店が集積し，オタク向けイベントが開
催される日本橋に出かける実態が確認でき
た。彼らは日本橋を現実社会におけるホーム
/居場所と認識し，そこで自己を表出し，趣
味を他者と共有しているのである。 
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